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1 .  緒言
　老年期は健康の喪失，人間関係の喪失など他の年
代に比して喪失体験が多い．中でも配偶者の死別に
よる喪失体験は，激しい悲しみや落胆・絶望などの
情緒的な苦しみを伴う悲嘆の経験となる1-4）．
　パークス1）は，配偶者を喪失したイギリス人男性
の調査において，死別後6カ月以内の死亡率は同年
代の既婚男性に比べ40％も高いと報告している．
日本においても坂口2）は，高齢者の配偶者喪失に
より精神医学的障害の発生率は，死別後1年以内で
75％，1年経過後でも46.9％であると述べ，配偶者
の喪失が高齢者の心身に及ぼす影響の高さを指摘し
ている．
　本来，死別後の悲嘆は誰もが経験する出来事であ
り，正常な悲嘆反応は，悲しみや落胆等の苦しみか
ら立ち直り適応していくプロセスである．しかし，
悲嘆からの回復が遅れたり立ち直れない場合は，病
的悲嘆となる2）．
　悲嘆からの回復に関連する研究において宮林3）ら
は，自然死より突然の死別が抑うつに強い反応を示
していると報告している．従って，突然死において
は，死に対する準備のないことが悲嘆反応を強める
のではないかと思われる．また，奥4）の研究では，
看病に満足を抱いている者は，死別後の早い時期に
配偶者の死を寿命や運命と捉える傾向があると報告
している．これらの結果から，生前からの死に対す
る心構えがある人は，正常な悲嘆反応に結び付きや
すいことが推察される．
　そこで，死への準備に関する研究を概観すると，
高岡5）らが，死への準備教育の示唆を得るために，
死の準備教育確立に向けての試みとして，過去10年
間の死生観に関する文献検討を報告している．その
中で，高齢者に対する死の準備教育を体系的に行っ
ているという報告はなく，研究としても見当たらな
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『死を現実として捉える』の3つのコアカテゴリーを抽出できた．また，高齢者夫婦の死に対する準
備状況は，『準備をすることの迷い』，『夫婦で整える死への準備』，『予測のできない配偶者の死
と準備』の3つに整理できた．
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かったとしている．また，研究対象者においても，
高齢者自身がほとんどであり，配偶者を対象とした
報告はなかった．さらに，デーケン6）は，悲嘆のプ
ロセスを上手に乗り切ることができなかった場合，
心身の健康を損う危険性が非常に高く，悲嘆教育は
予防医学の観点からも極めて重要であると述べてい
る．このように，死への準備教育は，高齢者にとっ
て重要な課題であるといえるが，高齢者の死への準
備に関する研究は十分に検討されていない．
　そこで，本研究では，夫婦ともに健在な高齢者
の，死に対する意識と死に対する準備状況を明らか
にし，死への準備教育の基礎資料を得ることを目的
とした．
2 .  研究方法
2 . 1   調査期間
　平成23年3月～5月
2 . 2   対象者
　A県，B県の，在宅で生活している70歳以上の夫
婦10組で，寝たきり状態や認知症のない者とした．
対象者の選定は，ネットワークサンプリングとし，
民生委員や知人の紹介を受けた後，研究の趣旨を説
明し，承諾を得られた者とした．
2 . 3   データ収集の方法
　夫婦同席による語りの制限よりも，高齢者夫婦と
しての考えを明らかにすることと，双方の語りを促
す効果を期待したため，夫婦同席のもと，研究への
参加と会話の録音の了承を得た後，インタビューガ
イドに沿って，半構造化面接を行った．同席では
あったが，調査は夫婦それぞれに質問をし，インタ
ビューに答えてもらった．
　録音されたインタビュー内容は，文字に起こし，
逐語録を作成した．面接時間は，夫婦それぞれに60
分とし，1回のみとした．
2 . 4   調査内容
　（1）基本属性；年齢，性別，現在の健康状態，
介護経験の有無，子どもの有無，仕事の有無，信仰
の有無，親しい人を亡くした最近の経験の有無．
（2）自分自身の死についてどのように考えている
のか，いつ頃から考えているのか，考えるように
なったきっかけは何か．（3）配偶者の死について
どのように考えているのか，いつ頃から考えるよ
うになったのか，考えるようになったきっかけは何
か．（4）自分自身の死を想定しての準備について
の考え，どのような準備をしているのか，いつ頃か
ら準備をしているのか．（5）配偶者の死を想定し
ての準備についての考え，どのような準備をしてい
るのか，いつ頃から準備をしているのかについて尋
ねた．
2 . 5   データの分析方法
　小規模の質的データの分析に有効であり，明示的
で定式的手続きを有する大谷7）によって提唱された
4ステップコーディングによる質的データ分析手法
SCAT（Steps for Cording and Theorization）を用
いて，（1）データ中の注目すべき語句，（2）それ
を言いかえる為のデータ外の語句，（3）それを説
明するための語句，（4）そこから浮き上がるテー
マ・構成概念の順にコードを付していき，（4）の
テーマ構成概念を紡いでストーリーラインを記述
し，そこから理論記述を行った．その理論記述をサ
ブカテゴリーとして位置づけ，意味内容の同質性と
異質性を比較しながら類型化しカテゴリーを創設し
た．次に，カテゴリーをもとに，高齢者夫婦の死に
対する意識と高齢者夫婦の死に対する準備状況につ
いてコアカテゴリーにまとめた．
2 . 6   信頼性の確保
　データの信頼性および信憑性は，偏った視点や先
入観を可能な限り排除するために，質的研究に精通
した，老年看護学を専門とする研究者間で，研究過
程全般にわたって多角的に検討し，データから離れ
た解釈や分析にならないよう配慮した．
2 . 7   用語の定義
　高齢者夫婦の死に対する意識；自分自身の死また
は，配偶者の死を想定して考えた時の，死に対する
思いや認識とする．
　高齢者夫婦の死に対する準備状況；自身の死また
は，配偶者の死に備えての準備に対する思いと死に
備えての準備内容とする．
2 . 8   倫理的配慮
　対象者には，研究者が記載した文書を用いて，研
究の趣旨について詳細に説明し同意を得た後に実施
した．また，同意後，同意を撤回できることや，
データ収集中であっても拒否できること，対象者か
ら得られた情報は，本研究以外には使用しないこと
を説明した．なお，本研究は岡山県立大学の倫理委
員会（平成23年2月）において承認を得た．
3 .  研究結果
3 . 1   対象者の属性（表1）
　対象者は，10組の夫婦計20名であった．20名の平
均年齢±SDは，77.9±4.0歳，夫の平均年齢は80.5±
3.0歳，年齢の幅は75歳～85歳であった．妻の平均
年齢は75.3±3.0歳であり，年齢の幅は71歳～81歳で
あった．全ての夫婦において夫の方が年上であり，
年齢差は2歳～11歳であった．
　健康状態は，「よい」が5名（25％）であり，そ
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の内訳は，夫3名，妻2名で，「まあよい」が13名
（65％），90％の人が「よい」「まあよい」と回答
していた．
　介護経験については，有りと回答した人は7名
（35％）で内訳は，夫1名，妻6名であり，妻の6割
は介護の経験を持っていた．仕事の有無では，有り
と回答した人は7名（35％）で，夫婦で内職や農業
などをしていた．信仰の有無では，12名（60％）が
信仰が有ると回答し，その内訳は夫5名，妻7名で
あった．最近親しい人を亡くした経験については，
経験有りと回答した人は14名（70％）で，その内訳
は，夫8名，妻6名であった．子どもは8組の夫婦が
有りと回答した．
3 . 2   自身の死に対する意識（表2）
　聞きとり調査の中から得られた語りをもとに，ス
トーリー，理論記述に整理し，理論記述をサブカテ
ゴリーと位置付け，そのサブカテゴリーをもとにカ
テゴリーとして整理した．その結果，自身の死に対
する意識は，【死を迎える経緯を考える】【周囲に
迷惑をかけずに死にたい】【死は遠い存在】【死を
寿命と捉える】【生活の主導権に関連した死の順
位】【自分の死後の配偶者への心配】【死を身近
に感じると死を考える】【夫よりも長生きを望む
（妻）】の8カテゴリーが抽出できた．
　以下，カテゴリーは【】，サブカテゴリーは
〈〉，ストーリーは（），具体的な語りは≪≫で示
した．
　最も多くの人から抽出できたカテゴリーは，【死
を迎える経緯を考える】であり，〈死を迎えるまで
の経緯や死の状況を考える〉〈死に直面すると生を
考える〉〈苦しまずに死にたい〉〈体力の衰えから
不慮の事故を心配〉の４つのサブカテゴリーから構
成された．
　〈死を迎えるまでの経緯や死の状況を考える〉の
サブカテゴリーでは，≪死というより，死ぬるまで
の病気のことが気になるよね．どうなって死ぬかと
いうことが心配だよね≫と死を迎えるまでの経緯や
死の状況について考えていた．さらに，（死よりも
寝たきりになる不安の方が大きい）と死に至るまで
の経緯や状況を考えていた．
　〈死に直面すると，生を考える〉では，≪ものす
ごい台風にあってね，岸壁に船がたたきつけられ
て，沈没したことがあったんですよ．体が冷えとっ
て寝たらそのままいっちゃうからね，先輩がほっぺ
をパチパチたたいてね．（中略）死を考えるいうよ
りも無意識のうちに生きようと行動しているんです
よ≫と死に直面した時に，死を考えるよりも生きる
ことを考えると語っていた．
　〈苦しまずに死にたい〉では，≪延命治療はせん
でもええけど，苦しまんように命が切れる方法をし
表１　対象者の属性
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てくれりゃあええと思うけどな≫と，苦しまずに死
にたいと語っていた．
　〈体力の衰えから不慮の事故を心配〉は，≪死は
考えないですなー，せやけど，いつなー，ふいに事
故とかなんとかということはまんざら考えんことも
ないですがな≫と，死よりも事故を起こす不安を
語っていた．他のカテゴリーについての詳細は表2
に示した．
3 . 3   配偶者の死に対する意識（表3）
　配偶者の死を想定しての配偶者の死に対する意識
では，【配偶者の死は想定できない】【配偶者の死
後の生活の心配】【配偶者の死を考える】【看取っ
てから死にたい（妻）】の4カテゴリーが抽出され
た．
　サブカテゴリー数の最も多かったカテゴリーは，
【配偶者の死は想定できない】であり，85％の高齢
者から抽出された．サブカテゴリーとしては，〈配
偶者の死は考えられない〉〈配偶者の死は考えな
い〉〈若い方が長生きする〉〈妻の長生きを期待〉
〈病気を持たない配偶者の方が長生きをする〉の
表２　自身の死に対する意識
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5サブカテゴリーで構成されていた．以下，サブカ
テゴリーの詳細をストーリーと語りの内容から述べ
る．
　〈配偶者の死は考えられない〉では，≪考えませ
んな，考えると先はまっくらじゃ．一日でも楽し
く，往生安楽が一番です≫と（1人残されるとみじ
めなので，妻に長生きしてもらわないと困るので，
妻の死は考えられない）という思いを語っていた．
妻に関しても，≪自分が寝ていて本当に苦しい時が
あるんですよね．このまま朝まで大丈夫かなって思
うこともあるんですよ．主人が側にいてくれるから
心強いですけど，主人が亡くなると思うとぞっとし
ますね．主人がいなくなったら，想像できないです
ね．それくらい大変なことだと思います≫と夫の死
は考えられないと語っていた．
　〈配偶者の死は考えない〉では，≪そういう場面
がないから，思わんわな≫と（妻の死を考える出来
事に遭遇していないので，妻の死は考えない）とい
う思いを語っていた．妻に関しても，≪じゃからお
父さんが死んでしまうということは今の所考えてお
らんです．お父さんは頭の先から足の先まで国立で
1月に検査をしてもろうたんです≫と（検査結果が
良好だったこととコントロールができているので，
死は考えない）という思いを語っていた．
　〈若い方が長生きする〉では，≪きまっとるわけ
ではないけど，歳の順から行けばね自分の方が先
だ≫と（年の順だと自分が先になくなると思ってい
るので，妻の死は考えていない）という思いを語っ
ていた．
　〈妻の長生きを期待〉では，≪話し相手がおらん
と，よう生きておらんよ僕は．家内が死んだらな．
もう死んでもええわと思うようになると思う≫と
（妻の長生きを期待し，妻を心のよりどころにして
いる）という思いを語っていた．
　〈病気を持たない配偶者の方が長生きをする〉で
は，≪平成13年に，私が大病を患って手術をしまし
た．夫は私より元気だから，私より長生きするので
はないかと思っております≫と（自分は病気をした
ので，夫の方が長生きをする）という思いを語って
いた．他のカテゴリーについての詳細は，表3に示
表３　配偶者の死に対する意識
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【周囲に迷惑をかけずに死にたい】であり，死その
ものより，どのように死を迎え，周囲に迷惑をかけ
ないで最後を迎えることができるかと，自分の生き
方そのものへの問いかけから構成されていた．
　『考えることの先延ばし』のコアカテゴリーは，
【死は遠い存在】【配偶者の死は想定できない】か
ら構成され，自分の死を考えたくないし，配偶者の
死はさらに考えることすらしたくないと考えてい
た．
　『死を現実として捉える』のコアカテゴリーで
は，【死を寿命と捉える】【自分の死後の配偶者へ
の心配】【生活の主導権に関連した死の順位】【死
を身近に感じると死を考える】【夫よりも長生きを
望む（妻）】【配偶者の死後の生活の心配】【配偶
者の死を考える】【看取ってから死にたい（妻）】
であり，死を現実視して捉えていた．
3 . 6    コアカテゴリーから見た高齢者夫婦の死に対
する準備状況（表6）
　表4に示した「夫婦としての死に対する準備状
況」の10カテゴリーを整理した結果，『準備をする
ことの迷い』『夫婦で整える死への準備』『予測
のできない配偶者の死と準備』の3つのコアカテゴ
リーに整理できた．
　『準備をすることの迷い』は，【準備の必要性は
感じていない】【早くからの準備は不吉】【他人に
依存したい準備（夫）】であり，準備の必要性を感
じていない思いや，準備をしたくないという思いか
ら構成されていた．
　『夫婦で整える死への準備』は，【死ぬまでの金
銭面の準備】【弔いに必要な準備】【感じる死への
準備の必要性】【遺言の準備】【夫が困らないよう
な生活力の準備（妻）】【手本となる身近な者の死
への準備（妻）】であり，生活資金や遺言，弔いな
どの物理的な準備と自分の配偶者への配慮に関する
内容から構成されていた．
　『予測のできない配偶者の死と準備』は，【予測
のつかない配偶者の死に対する準備】のカテゴリー
の一つのみから構成され，配偶者の死への準備は，
予測がつかないだけに何を準備すればよいかわから
ない状況を述べていた．
4 .  考察
4 . 1   高齢者夫婦の死に対する意識
　高齢者は，自身の死を，【死は遠い存在】と捉え
ていた．山本8）は，「死に対する意識的および無意
識的嫌悪感がきわめて強い．他者の死はしばしば話
題にのぼらせるが，自己の死については極度の拒絶
反応がある．老人にとって主観的な死は禁忌であ
した．
3 . 4   夫婦としての死に対する準備状況（表4）
　夫婦としての自身の死と配偶者の死に対する準備
状況については，夫婦に共通する部分が多かったこ
とから，まとめて高齢者夫婦としての死に対する準
備状況として示した．結果，【準備の必要性は感じ
ていない】【死ぬまでの金銭面の準備】【早くから
の準備は不吉】【他人に依存したい準備（夫）】
【弔いに必要な準備】【感じる死への準備の必要
性】【遺言の準備】【夫が困らないような生活力の
準備（妻）】【手本となる身近な者の死への準備
（妻）】【予測のつかない配偶者の死に対する準
備】の10カテゴリーが抽出された．サブカテゴリー
数の最も多かったカテゴリーを例に述べる．
　【準備の必要性は感じていない】のカテゴリーで
は，〈準備の必要性を感じていない〉〈何も準備は
していない〉〈準備をしなくてもなんとかなる〉
〈自分の方が早く亡くなる〉の4サブカテゴリーで
構成されていた．
　サブカテゴリーの〈準備の必要性を感じていな
い〉では，≪われわれは，考える準備をするものも
ないわーのー≫と準備の必要性を感じていない思い
を語っていた．
　〈何も準備はしていない〉では，≪みんな他の人
はお墓を作っておられるけどな，そねなことは，全
然，まだ，なんとも思っていない≫と死への準備は
していないと語っていた．
　〈準備をしなくてもなんとかなる〉では，≪その
日，その時を生きているので，準備はしていない．
二人ともその時その時を頑張ればいいよっていうの
があります≫と今を頑張って生きているので準備を
しなくてもなんとかなる思いを語っていた．
　〈自分の方が早く亡くなる〉では，≪準備は別に
ないわな．だいたい，僕の方が早く死ぬと思ようり
ますけー≫と年上の方が先に亡くなるので準備は必
要ないという思いを語っていた．他のカテゴリーに
ついての詳細は表4に示した．
3 . 5    コアカテゴリーから見た高齢者夫婦の死に対
する意識（表5）
　次に，「自身の死に対する意識」と「配偶者の死
に対する意識」の12カテゴリーをもとに，高齢者夫
婦の死に対する意識をコアカテゴリーとして整理し
た．以下コアカテゴリーを『』で示した．
　結果，『死の迎え方を考える』『考えることの先
延ばし』『死を現実として捉える』の3つのコアカ
テゴリーを抽出することができた．（表5）
　『死の迎え方を考える』のコアカテゴリーに該当
したカテゴリーは，【死を迎える経緯を考える】
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表４　夫婦としての死に対する準備状況
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る．」と報告している．本研究においても，高齢者
は，身体の衰えとともに死が近いことを意識する
がゆえに，死を考えないようにしていた．また，重
兼9）が「宗教を持たない日本人は，死の問題を直視
しようとせず，先へ先へと押しやりながら，なにか
にまぎらわせて死の不安から逃げようとした．」と
述べているように，本研究においても，死の問題を
直視しないように，死を意識化しないようにし，死
を考えることの先延ばしをしていることが推察でき
た．
　このことは，配偶者の死においても同様であり，
ほとんどの夫婦が【配偶者の死は想定できない】と
考えていた．サンダース10）は，著書の中で「配偶
者の死に対して準備ができている人はまれです．避
けがたいこの苦しみに対する唯一の防御策はそれを
直視しない，拒否することだけだと思っているかの
ようです．」と述べており，本研究の結果において
も，夫婦は死の話題を直視せず，避けているような
印象であった．特に夫の場合は，妻よりも年長であ
ることから，自分が先に亡くなるのは当たり前のよ
うな思いを持ち，妻が先に亡くなることは想定外の
出来事のようであると捉えていた．
　一方で，【死を寿命と捉える】【死を身近に感じ
ると死を考える】ようであり，配偶者が持病をもっ
ていたり，身内の死をきっかけに配偶者の死を現実
的に捉え【配偶者の死を考える】から『死を現実と
して捉える』を抱く．そして，≪年とりゃ，死ぬこ
とを考えるようになるわねー≫と，加齢に伴う身体
的衰えから死を意識し，高齢者に特徴的な死の現実
感を持っていた．
　また，残された配偶者もしくは自身の生活のこと
を考え，夫は自分の死後の妻の経済的な心配をし，
妻は自分の死後の夫の生活について【自分の死後の
配偶者の心配】と語っている．一方【配偶者の死後
の生活の心配】として，配偶者の死後の自らの生活
上の心配を語っている．これらは，日常生活上で
担っている役割から発生する心配であると推察でき
る．先にも引用したサンダース10）は，「頼みとし
ていた配偶者はもういない．自分がこれまでにやっ
てきた仕事に加えて，亡くなった配偶者がやってい
た仕事もやらなくてはならない．（中略）こんな状
況で悲しみによるストレスに対処するのは不可能の
ように思われます．」と述べているように，夫婦ど
ちらかが亡くなるということは，今まで分担してい
た役割を配偶者の分も行うこととなり，悲しみの中
で，かなりの負担となることが推察できる．このこ
とは，妻を頼りにしている夫は，自分が先に亡くな
ることを望み【生活の主導権に関連した死の順位】
表５　コアカテゴリーからみた高齢者夫婦の死に対する意識
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が重大となる．このことは，妻の場合も同様である
といえる．
　さらに，妻は，複雑な思いを感じていた．≪自分
が寝てて本当に苦しい時があるんですよね．（中
略）主人が亡くなるとと思うとぞっとしますね．≫
と【生活の主導権に関連した死の順位】や【配偶者
の死後の生活の心配】をし，夫に先立たれると困る
思いをもつ一方で≪主人をおいて私が逝く言うの
は，申し訳ないです≫と【夫を看取ってから死にた
い】【夫よりも長生きを望む】と自分の方が夫より
も長生きをしたいというアンビバレンスな思いを
持っていた．
　また，【配偶者の死後の生活の心配】をしない高
齢者もみられた．【配偶者の死後の生活の心配】を
しない高齢者は，全て夫であり，現在の生活を妻に
頼らず生活をしている男性であった．そして，自分
の死後の配偶者への気づかいの言葉を語っていた．
このことは，夫婦ともにみられ，性差というより，
夫婦のおかれている立場に起因する思いであると推
測された．
　また，『死の迎え方を考える』では，【死よりも
死を迎える経緯を考える】【周囲に迷惑をかけずに
死にたい】と亡くなるまでは健康でいたい思いや亡
くなる時は他人に迷惑をかけないで亡くなりたい
と，亡くなるまでの自分の生き方を考えていること
が推察できた．このことは，木内11）らの，高齢者
の希望する終末期は，「迷惑かけずに」「長期療養
せず」「ピンピンコロリ」「ぽっくりと」といった
記述が非常に多いとする報告と類似する内容であっ
た．言い換えるならば，高齢者の死に対する意識と
しては，死ぬまでどう生きていくかであり，できれ
ば，死を考えることは先延ばししたいと考えてい
る．一方，避けられない死の現実感も感じていると
いうことが明らかになった．
4 . 2   高齢者夫婦の死に対する準備状況
　次に，高齢者夫婦の死に対する準備状況について
抽出されたコアカテゴリーからみると，高齢者夫婦
は，『準備をすることの迷い』を持つ一方で，死の
準備の必要性を感じていることが明らかになった．
具体的に示すならば，準備していることは金銭面，
弔い，遺言，自身の死後の配偶者の生活上の自立
に関することであった．波平12）の指摘にあるよう
に，自らの死について考えたり語ったりすることは
タブー視するような，そのような死の文化の影響か
ら，死をタブー視することにより，心の中で死を自
分のこととして捉えることを避けていることが準備
状況に影響し，早くから準備をしないとする意識に
繋がっていると推察された．また，死の準備をする
ことで，自分に死期が近づいてくるような意識が生
じることが推察され，そのことが準備状況へ影響し
ているものと考えられた．
　さらに，『準備をすることの迷い』の中で，≪昔
から，田舎では親のお墓は息子がする，ようせんも
のは，親不孝をしとるんじゃ．≫の語りから分かる
ように，その土地の風習の影響や自身の家の習慣か
らくる経験がもたらす影響もあると考えた．
　次に，配偶者の死への影響として，竹中13）は，
老年期になっての配偶者の死は，悲哀という精神的
な面だけでなく，生活を直撃する．65歳以上の高齢
者夫婦世帯が増加しているが，配偶者が亡くなった
後の1人暮らしに耐えられる人は少ないと述べてい
る．本研究においても，10組中9組が夫婦二人暮ら
しであり，配偶者が亡くなると1人暮らしとなり，
生活を直撃することが推察できる．しかし，高齢者
は，『準備をすることの迷い』を感じ，『考えるこ
との先延ばし』をしていた．
　さらに，配偶者の死に対する準備では，『予測の
できない配偶者の死と準備』というコアカテゴリー
からも，配偶者の死への準備については，イメージ
化できていないことがうかがえる．
4 . 3   高齢者の死に対する準備教育の意味
　老年期における死に対する準備教育として，山
本8）は，老年期は死に直面する時期で，もっとも切
実に死に対する準備教育を必要とする期間である．
もはや猶予はできない．しかし，老年期は，この教
育のためには，最も困難な時期でもあると述べてい
る．さらに，老年期教育の問題点として，過去の出
来事には，より関心があり，それが話題に上る時に
は，活気を取り戻すこともあるが，新しい問題，将
来の問題には関心が薄い．このような人たちは，教
育に必要な前提条件を欠くものと言わざるを得ない
と高齢者に対する準備教育がいかに難しいかを述
べている．本研究においても，『考えることの先
延ばし』や『準備をすることの迷い』というコアカ
テゴリーが抽出できた一方で，『死を現実として捉
える』を抱き，『夫婦としての死への準備』を考え
ていることがコアカテゴリーにおいて示された．近
藤14）は「死についての命題」として，「人間は死
なねばならない存在であることを知っているが，死
とは何かを知らない存在である」「人間は死なねば
ならないことを知っているが，いつ，どのように死
ぬかは知らない存在である」と述べている．また，
「人間は死なねばならない存在であることを知って
いるにもかかわらず，死それ自体が何であるかを知
らず，また，いつ，どのように死ぬのかを知らない
ゆえに，不安を抱く存在である」とも述べている．
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を修得する．この為の準備教育こそ大切であると考
える．
5 .  研究の限界と今後の課題
　本研究では，10組の夫婦における限られたデータ
での分析であるが，最後2組は他8組と同じような内
容の語りであったため，飽和に近付いたと考え終了
とした．さらに数例の調査を追加して確認し新たな
カテゴリーの抽出がないか確認をすることが望まし
いと考えるが，死について語ることへの協力が得ら
れにくく，研究の限界であると考える．
　今回の研究において，配偶者の死に対する準備に
ついては明らかにならなかった．今後，配偶者を喪
失した高齢者を含めて調査し，配偶者の死に対する
準備内容について明らかにしていく必要がある．ま
た，今回死に対する意識と準備状況から死に対する
準備意識を導き出すことができなかったが，今後準
備意識を明らかにすることは準備教育につながると
考える．
そして死への不安を抱くのは，その不安の根底に生
への希求，生への執着が存在するからだと指摘して
いる．一般的現象として人間は死への不安ゆえに，
死なない存在であるかのように生きている．本研究
の結果においても，死に至る過程，つまり『死の迎
え方を考える』が死に対する意識のコアカテゴリー
の中で抽出できた．つまり，自分の在り方と深く関
わるのが死の準備ともいえよう．【早くからの準備
は不吉】と考え，タブー視されていた死のイメージ
を取り除き，「死」への関心を高める文化を作りあ
げる．そして，人間が死んでいく時，その人が自分
の人生に意味を見出すことが何にもまして大切なこ
とであり，喜びに違いない．高齢者夫婦は，共に生
きた時間だけお互いの結びつきを深めている．それ
ゆえに，配偶者の死は，悲しみや落胆，絶望などの
情緒的な苦しみを伴う悲嘆の経験となりやすい．
　デーケン15）は，死への準備教育の目的が「自己
と他者の死に備えての心構えを修得すること」と述
べているが，夫婦がそろって元気なうちにそれぞれ
の死に向き合い，自己と他者の死に備えての心構え
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Abstract
  This research clarified the consciousness of and preparation for death among 10 elderly couples over 70 who live at 
home. Semi-structured interviews questioned them about their own and their spouse’s death and what preparations 
they have made for death. Analysis was made under SCAT, a qualitative analytical method, to set up core categories. 
As a result, with an average age of 77.9, the subjects’ consciousness of death was divided into three core categories: 
“thinking about one’s own way of life,”“postponing thinking about death,”and“a sense of reality of death as a 
couple.”This made it possible to summarize the consciousness of preparation for death under 3 categories:“confused 
about making preparations,”“preparation for death devised together by the couple,”and“unable to predict the 
death of one’s spouse or preparations for death.” 
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